
インクルーシブな社会や教育を考える上で、大事なのは
「常識」のとらえかた。ものすごく話題になっている本

『まともがゆれる』の著者、NPO法人スウィングの木ノ戸昌幸さんを
お招きして、教育や福祉の「まとも」を、ゆる～く、激しくゆらしていきましょう！

【10月台風で延期になった企画のリベンジです！】

木ノ戸昌幸さん(NPO法人スウィング)のお話

芸術創作活動「オレたちひょうげん族」、清掃活動「ゴミコロリ」、
京都人力交通案内「アナタの行き先、教えます。」などなど。ス
ウィングは「べき」やら「ねば」やら既存の仕事観や芸術観に疑
問符を投げかけながら、さまざまな創造的実践を展開・発信して
います。我ら一市民、我らNPO、我らスウィング！
Qさん，XLさんも登壇！

あーだこーだ、語りあう

話し相手：井上太一さん(神戸大院生)はじめ参加者

お問い合わせ 神戸大学大学院人間発達環境学研究科
赤木和重 akagi@pearl.kobe-u.ac.jp

お申し込みはこちら→

インクルーシブ社会の脱力的拡張
神戸大学
学術weeks2019

参加費無料・申込必要


